
待づ“村ては調 L`こ節 じ才ない
4対 ップで情報を吸じ士陥
予兆を見つけるということは,プロジェクトの情報を収集するということだ。

ブロジェクト・メンバーから発せられる予兆をつかむには,開発現場に足を運ぶことが重要。

現場から予兆が出やすくするための工夫もある。できるプロマネの
“
技
"を
紹介しよう。

ユーザーやメンバーの言動を見て

「まずいことが起こっている」と感じ

ることができれば, トラブルに発展す

る前に手を打てる。だが,プ ロジェク

ト・マネージャが自分の席に座ってい

るだけでは,見 ることのできる言動は

限られる。
“
できる
"プ ロジェクト・マ

ネージャは,積 極的に行動して情報収

集し,予 兆を見つけようとしている。

また,予 兆が出やすいような仕組みも

作っている。

Part2ではプロジェクトのメンバー

やリーダーの予兆に絞り,前 半では予

マネージャ

兆をつかむためのマネージャの行動に

ついて,後 半は予兆を出しやすくする

仕組みを説明する。

「(プロジェクト・マネージャを務め

ているとき)自分の席にいるのは1日

のうちの1割程度の時間だけ。残り9割

の時間は,打ち合わせのほか,メンバー

から話を聞くのに使う。すると,報告

には上がってこない情報が得られる」

というのは,富士通の亀田靖浩氏 (ア

シュアランス本部 Sen10r Project

Director)(図1上)。

NTTコ ムウェアの藤丸源治氏 (エ

ンタープライズ ・ソリューション事業

本部 SCMソ リューション部 ロジス

ティクスBU担 当部長)は ,プ ロジェ

クト・ルームに加えて,協 力会社の担

当者と話をする場を設けたり,喫 煙/

喫茶ルームや飲み会の場にいるメン

バーの会話の内容に耳を傾けたりして

いる。「協力会社の担当者は 『このま

ま行ったらやばいよ』ということに敏

感であることが少なくないので参考に

している。メンバーの本音が出やすい

他のチームからデータの

チェック機能を作つて

くれって言われちゃつて…

造捗会議での

指示の判断材料にする

E現 場へ行くと,見えなかつた予兆がつかめるようになる

夜遅くまで大変だね

Aチ ームの人数と

割り当て済みの作業からすると,
チェック機能の開発は負担が

Aチ ームのメンタヽ一

データ項目がまだ固まつて
いないんですよ。

開発作業に間に合うかな

申
貫

Aチ ームがやっている

作業はlllのチームで

やってもらいます

それと一部の仕様がまだ

固まっていないようです。

Bチームは仕様策定の

支援に回つてください

NT「コムウェアの藤丸氏
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予兆をとらえて|ドチカ明副世

『元気?』『大文夫P』といった,た わ

いないことでも声をかけている」と

話す。30人程度のプロジェクトであ

れば,毎 日全メンバーに1回は声をか

けるようにしているという (図2左

上)。プロジェクト・ルームで話せな

いような場合は,あ えて会議室など

に場を移すのも有効だ。

ステップ2は,相 談してもらえるよ

うに呼びかけることだ。「有効な手立

てがないという状況で知らせてもらう

のは手遅れ。そうなる前に相談しても

らうように伝えておくことが大切」と

みずほ情報総研の山下博氏 (ERPソ

リューション推進室 上席課長)は 話

す。ボールドグロウスの上回智一氏(代

表取締役)は 「『困っていることがあっ

たらなんでも言ってね』と繰り返し伝

えていると,次第に相談してくれるよ

うになる」という (図2右上)。

喫煙ルームや飲み会での会話の内容

は,実 態把握に役立つ」と藤九氏は話

す (図1下)。

亀田氏と藤丸氏が実践しているよう

に,現 場を回ることでつかめる情報は

多い。両氏は,そ うしてつかんだ予兆

を進捗会議での指示の判断材料にし,

トラブルを回避している。

情報が上がる四つのステップ

現場を回るときにもコツがある。取

材を通して,プロジェクト・マネージャ

がメンバーの情報を集めるには四つの

ステップを踏む必要があることが分

かった。順に説明しよう。

ステップ1は,話 しかけやすい雰囲

気を作っておくことである。ウルシス

テムズの大伏靖氏 (主席コンサルタン

ト)は ,「マネージャである自分に (メ

ンバーが)話しにくくならないように,

たぜ隠区いたんだ」は曇|千十1
残りのステップは,相 談を受けた後

の取り組みだ。ステップ3は,相 談し

てくれた人を責めないこと。みずほ情

報総研の山下氏は 「悪VW情報を知らせ

てくれてありがとう」と相談に乗った

後メンバとに伝えている。「『なぜ隠し

ていたんだ』とメンバーを責めると,

次から相談に来てくれなくなってしま

う」と山下氏は話す (図2左下)。

相談内容によっては,作 業が遅れて

いる理由を聞 く必要がある。「『な

ぜ ?』 と聞くと,メ ンバーは自分が責

められている気持ちになって言い出し

にくくなることがある。『何に待たさ

れていた?』 と遅れを引き起こした対

象を質問すると,話してもらいやすい」

と,プ ロジェクトマネジメントに詳し

いゴールドラットコンサルティングの

再提姦

メン′ヽ一

ことあるごとに伝えていると
だんたん相譲してくれる|
ようになります  ‐

…芽
・・ヽ Ⅲ… “ …

中

困つたことがあったら

なんでも言つてね

ポールドグ回ウスの上国氏

薔姿野
みずほ情報絡研の山下氏

どＬと，“〓‘に―〓二■ヽ
ヨ■成

7十
二膨 ツ`クをすることで|
悪い情報批 がってきやすく
なります       |

日本ユニシスの葛谷氏

マネージャ

回 見えない予兆をつかみやすくする四つのステップ
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岸良裕司氏 (デイレクター)は アドバ

イスする。

ステップ4は,相 談内容をフィード

バックすること。あるメンバーが,プ

ロジェクト内で起こっている問題に気

づいて早く伝えてくれたとしよう。そ

れで大きなトラブルを未然に防げたと

しても,そ のことが相談した本人に伝

わらなかったとしたら,ど う思うだろ

うか。トラブルを未然に防げたことを,

きちんフィードバックすることは大切

である。

日本ユニシスの葛谷幸司氏 (金融ア

ウトソーシングセンター S―BITS適 用

統括プロジェクト長)は 「相談を受け

た後,そ れが有用な情報だったといっ

たフィードバックをすることで,悪 い

情報が上がってきやすくなる」と話す

(前ページ図2右下)。葛谷氏が数百人

のメンバーが携わる大規模プロジェク

トのマネージャを務めたときには,プ

ロジェクトの課題と解決策をまとめた

レポートを,定 期的にメンバーに公表

していたという。

ここからは,予 ジしが出てきやすくす

る取り組みや体制の工夫を紹介する。

同じ
“
アンテナ
"を
持つてもらう

流通業向けシステムのプロジェク

ト・マネージャを務めるクオリカの土

田IIl男氏 (ソリューション事業部 リ

テールソリューシヨン部 開発Gプ ロ

ジェクトマネジャー)は,プロジェクト・

ルームにプロジェクトの予定を示す

ボードを置き,「気になること」など

を付せんで張り出す空白を作ってお

く。こうしておくと,例 えばプロジェ

クトの先行きに不安を抱えているリー

ダーがいた場合,そ の不安を書き出し

やすくなるという (図3上)。そうした

不安は,予兆であることが少なくない。

マネージャとリーダーが同じ感度の

“
アンテナ
ル
を持っていれば,リ ーダー

を通して予兆をとらえることができ

る。そんな取り組みをしているのが,

人事システム開発プロジェクトのマ

ネージャをしている,ケ ンブリッジ・

テクノロジー ・パートナーズの白川克

氏 (デイレクター)だ 。

マネージャである白川氏は,リ ー

ダーと作業の進み具合について話して

いるとき,進 み具合が順調なのか,そ

ボニドに張り出されたことをきうかけに,
課題解決に動けます ・

イしと

して

のだ

終才

状け

ダー

き
　
の
　
の

力

釜

串

薔緊衛踊器を蒼雙『と

パートナーズの自川氏

マネージャ

回 リ
ーダーから予兆を出しやすくする取り組みの例



れともピンチなのかを信号の色で表現

している(図3下)。例えば,マネージャ

の自川氏からみると,「仕様の確認が

終わっていない」といった注意すべき

状況なので 「黄色」。同じ状況をリー

ダーは問題ないと考えて 「緑色」とみ

なしたとしよう。こうすることで認識

のズレをつかみやすくなり,マ ネー

ジャとリーダーの判断基準を合わせや

すくなる。判断基準が同じになれば,

リーダーが担当するチームの情報収集

を的確にできるようになる。

■霞役を配置じて情報を吸い上げる

プロジェクト・マネージャが相談で

きる雰囲気を作ろうとしても,すべて

のメンバーが気軽に相談してくれるも

のではない。そんなときは,別 の人の

力を借りるのも手だ。

調陀とらえて―ドチデル剛

一般に,年齢差が大きいほど気軽に

相談するのは難しくなるものだ。経験

豊富なプロジエクト・マネージャの場

合,特 に若手メンバーの声を拾いにく

くなる。こういうケースでは,アイエ

イエフ コンサルティングの嶺川武司氏

(マネージャー)の 方法が参考になる。

嶺川氏は,若手メンバーが相談しやす

いように,そ の世代の少し上のメン

バーを 「相談役」とし,若手メンバー

は何か困ったことがあったら相談役に

話をするように仕向けた (図4上)。こ

うした取り組みによって,「メンバー

のAさんには,今の担当作業はやりづ

らそうです」といった若手の本音を引

き出すことができた。

オムロン ソフトウェアの竹林一氏

(代表取締役社長)は ,最大で500人の

メンバーが携わるプロジェクトでマ

Aさんが作業を進める

上で悩んでます

ると,マ ネージャ1人だけでは手が足

りない。そこで,開 発プロセスを現場

に定着させる役割のPMOに ,相 談役

を担ってもらい,現 場の情報収集を手

伝ってもらった (図4下)。

PMOの 担当者が 「うちのチームは

忙しすぎて,メ ンバー同士のコミュニ

ケーションが不足している」という

リーダーの悩みを受けたときには,

テーム・メンバーのために飲み会を開

いた。細かい要望に応えているうちに

「他のチームから割り込み作業が多く,

本来の作業が進まない」といった情報

が続々と上がってくるようになった。

「進捗会議だけではつかめない情報が

上がってきて,効 果的な対策を講じる

ことができた」と竹林氏は語る。

コンサルティングの嶺川氏

最近メンバー間で

会話がなくて…

ン

範Aチ …ムの
リーダー

Aチームの
リーダー

PMOの

担当者

それじゃあ,飲み会
をや'サましょう

■ メン ト やリ
ーダーから予兆を出しやすくする体制のコ 守ロ
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